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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　鍵挿入部に納まる鍵の前記鍵挿入部からの抜脱をソレノイドの作用で動作する抜脱防止
機構によって防ぐことのできる鍵の保管装置であって、
　背面側には、枠部を備えるボックス部を有し、
　前記鍵挿入部は、それに納まる前記鍵とともに回転して前記鍵の前記鍵挿入部からの抜
脱が不能になる一点抜きの錠部に形成された鍵穴であり、
　前記抜脱防止機構は、回転した前記錠部にばねの付勢下に離脱可能に係合して前記錠部
の逆方向の回転を阻止することにより前記錠部において前記鍵を抜脱不能な状態で保管す
ることを可能にするストッパ部材と、前記ストッパ部材を上方に付勢し、前記ストッパ部
材の周囲に設けた前記ばねとを含み、前記ストッパ部材は前記ソレノイドが励磁すると前
記ばねの付勢に抗して前記錠部から離脱して前記錠部の前記逆方向の回転とその後におけ
る前記鍵の抜脱とを可能にするものであって、
　前記抜脱防止機構はさらにまた、前記ストッパ部材に対する作用部と前記作用部を作用
させるための押圧部とを有するストッパ解除手段を含み、
　前記ストッパ解除手段は、前記枠部に形成された上下の透孔に通されて上端部が前記上
方の透孔から延出している前記押圧部である操作ピンと、
　コの字状を成していて上方水平部、下方水平部、及び前記上方水平部と前記下方水平部
とを連結する垂直部を含んで前記上方水平部に形成された透孔および前記下方水平部に形
成された透孔に前記操作ピンが通されたレバー部材と、
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　前記操作ピンが挿通されて前記下方水平部と前記枠部との間に位置し、前記レバー部材
及び前記操作ピンを前記ばねの付勢する方向と同じ方向へ付勢するコイルスプリングとを
備え、前記押圧部をそれが付勢されている方向とは逆の方向へ押圧すると、前記作用部が
動いて前記ストッパ部材を前記ばねの付勢に抗して前記錠部から離脱させるように作用す
る、ことを特徴とする前記保管装置。
【請求項２】
　前記保管装置が正面側と、その反対側である背面側とを有し、前記鍵穴が前記正面側に
形成され、前記ストッパ解除手段が前記背面側に形成されている請求項１記載の保管装置
。
【請求項３】
　前記錠部は、前記鍵の挿入方向へ延びる回転軸上に前記錠部とともに回転するカム板を
有し、前記ストッパ部材が、前記ばねの付勢下に前記カム板におけるカム面に摺接するカ
ムフォロアであり、
　前記鍵が保管状態にあることを点灯によって知らせ、又はタイマを作動させて前記鍵が
保管状態にある時間を記録するタイマにリード線を介して接続されたマイクロスイッチを
備え、
　前記マイクロスイッチの可動部を前記回転軸の径外方向に配置するとともに、前記スト
ッパ部材の前記作用部を前記回転軸の径外方向に配置し、
　前記回転軸に対する前記作用部の配置位置と、前記回転軸に対する前記マイクロスイッ
チの前記可動部の配置位置とが対向し、
　前記カム板は、前記回転軸から径外方向に延出するように円盤状に形成し、前記回転軸
の周りにカム面を有するとともに、前記ストッパ部材の前記作用部に当接する第１カム面
と、下降した前記ストッパ部材の上昇を可能にする第２カム面と、前記可動部に当接する
第３カム面とを有し、前記回転軸に対する前記第２カム面の配置位置と、前記第３カム面
の配置位置とが対向する請求項１または２記載の保管装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、錠から外した鍵が妄りに使用されることを防ぐことが可能な鍵の保管装置
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　錠から外した鍵が妄りに使用されることを防いだり、紛失することを防いだりするため
に鍵をキーケースに保管することは周知である。また、そのキーケースでは、鍵の盗難防
止や整理整頓を目的にして、鍵をそれ専用の保管部位に納めると、その保管部位が施錠状
態になって鍵を勝手に取り出すことができなくなるものが公知である。例えば、特開平５
－１５６８４６号公報（特許文献１）に開示された鍵管理機では、保管すべき鍵に取り付
けられている管理部材を鍵管理機に形成されている管理部材挿入部へ挿入する。すると、
施解錠レバーがばねの付勢下に旋回して管理部材に係合し、管理部材が管理部材挿入部か
ら抜脱できない状態になって鍵が保管される。保管されている鍵を使用するときには、鍵
管理機に磁気カードの内容を読み取らせると、ソレノイドが励磁して施解錠レバーがばね
の付勢に抗して旋回し、管理部材を管理部材挿入部から抜脱することができる。
【特許文献１】特開平５－１５６８４６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　特開平５－１５６８４６号公報に開示の鍵管理機は、停電等でソレノイドが励磁しなけ
れば、その鍵管理機に専用の鍵を使用することによって、緊急用の錠機構を解錠する。す
ると、鍵管理機におけるすべての鍵管理部材が同時に解錠状態となって、管理部材を管理
部材挿入部から抜脱できるようになる。しかるに、このような装置では、緊急用の錠機構
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が故障すると、すべての鍵管理部材が一斉に管理部材挿入部から抜脱できなくなる。
【０００４】
　そこで、この発明は、錠から外した鍵の複数をキーケース等において保管する場合に、
前記従来技術におけるが如き問題を生じることがないように、鍵の保管装置に改良を施す
ことを課題にしている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　前記課題解決のために、この発明が対象とするのは、鍵挿入部に納まる鍵の前記鍵挿入
部からの抜脱をソレノイドの作用で動作する抜脱防止機構によって防ぐことのできる鍵の
保管装置である。
【０００６】
　かかる鍵の保管装置において、この発明が特徴とするところは、次のとおりである。背
面側には、枠部を備えるボックス部を有している。前記鍵挿入部は、それに納まる前記鍵
とともに回転して前記鍵の前記鍵挿入部からの抜脱が不能になる一点抜きの錠部に形成さ
れた鍵穴である。前記抜脱防止機構は、回転した前記錠部にばねの付勢下に離脱可能に係
合して前記錠部の逆方向の回転を阻止することにより前記錠部において前記鍵を抜脱不能
な状態で保管することを可能にするストッパ部材と、前記ストッパ部材を上方に付勢し、
前記ストッパ部材の周囲に設けた前記ばねとを含む。前記ストッパ部材は前記ソレノイド
が励磁すると前記ばねの付勢に抗して前記錠部から離脱して前記錠部の前記逆方向の回転
とその後における前記鍵の抜脱とを可能にするものである。前記抜脱防止機構はさらにま
た、前記ストッパ部材に対する作用部と前記作用部を作用させるための押圧部とを有する
ストッパ解除手段を含む。前記ストッパ解除手段は、前記枠部に形成された上下の透孔に
通されて上端部が前記上方の透孔から延出している前記押圧部である操作ピンと、コの字
状を成していて上方水平部、下方水平部、及び前記上方水平部と前記下方水平部とを連結
する垂直部を含んで前記上方水平部に形成された透孔および前記下方水平部に形成された
透孔に前記操作ピンが通されたレバー部材と、前記操作ピンが挿通されて前記下方水平部
と前記枠部との間に位置し、前記レバー部材及び前記操作ピンを前記ばねの付勢する方向
と同じ方向へ付勢するコイルスプリングとを備え、前記押圧部をそれが付勢されている方
向とは逆の方向へ押圧すると、前記作用部が動いて前記ストッパ部材を前記ばねの付勢に
抗して前記錠部から離脱させるように作用する。
【０００７】
　この発明の好ましい実施態様の一つにおいて、前記保管装置が正面側と、その反対側で
ある背面側とを有し、前記鍵穴が前記正面側に形成され、前記ストッパ解除手段が前記背
面側に形成されている。
【０００８】
　この発明の好ましい実施態様の他の一つにおいて、前記錠部は、前記鍵の挿入方向へ延
びる回転軸上に前記錠部とともに回転するカム板を有し、前記ストッパ部材が、前記ばね
の付勢下に前記カム板におけるカム面に摺接するカムフォロアである。前記鍵が保管状態
にあることを点灯によって知らせ、又はタイマを作動させて前記鍵が保管状態にある時間
を記録するタイマにリード線を介して接続されたマイクロスイッチを備える。前記マイク
ロスイッチの可動部を前記回転軸の径外方向に配置するとともに、前記ストッパ部材の前
記作用部を前記回転軸の径外方向に配置してある。前記回転軸に対する前記作用部の配置
位置と、前記回転軸に対する前記マイクロスイッチの前記可動部の配置位置とが対向する
。前記カム板は、前記回転軸から径外方向に延出するように円盤状に形成し、前記回転軸
の周りにカム面を有するとともに、前記ストッパ部材の前記作用部に当接する第１カム面
と、下降した前記ストッパ部材の上昇を可能にする第２カム面と、前記可動部に当接する
第３カム面とを有し、前記回転軸に対する前記第２カム面の配置位置と、前記第３カム面
の配置位置とが対向する。
【発明の効果】
【０００９】
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　この発明に係る鍵の保管装置では、一点抜きの錠部に鍵を挿入して錠部を回転させると
、その錠部に係合するストッパ部材によって錠部の逆方向の回転が阻止されるので、鍵を
錠部に抜脱不能な状態で保管することができる。そのストッパ部材はストッパ解除手段に
おける作用部を作用させることによって錠部から離脱するので、錠部は逆方向への回転が
可能になり、鍵は錠部から抜脱して使用することができるようになる。この発明によれば
、複数の保管装置を一基のキーケースに取り付けた場合でも、保管装置一台ずつが独立し
たストッパ解除手段を持つから、複数の保管装置の間で同時に鍵を抜脱することができな
くなるという事態を招くことがない。
【００１０】
　この発明の好ましい実施形態における効果は、以下において説明される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　添付の図面を参照して、この発明に係る鍵の保管装置の詳細を説明すると、以下のとお
りである。
【００１２】
　図１は、複数の保管装置１が使用されているキーケース２の斜視図である。キーケース
２は、壁面等に固定される枠部３と、枠部３に対して開閉する蓋部４とを有し、蓋部４は
、それに対して挿抜可能な鍵６を使用して枠部３に対して施錠することができる。蓋部４
に取り付けられた保管装置１は、保管すべき鍵１１の挿入部である鍵穴１２を有し、挿入
した鍵１１を矢印Ｂで示す時計方向へ９０°回転させると、鍵１１を鍵穴１２から抜脱で
きなくなると同時に鍵１１を反時計方向へ回転させることができなくなって、鍵１１が保
管されるように作られている。保管されている鍵１１は、キーケース２に付随するカード
リーダ（図示せず）に所定の磁気カードを読み取らせると、反時計方向への回転と、鍵穴
１２からの抜脱とが可能になる。なお、図１には、鍵１１が挿入されている保管装置１、
挿入された鍵１１が矢印Ｂで示す時計方向へ９０°だけ回転した状態にある保管装置１お
よび鍵１１が挿入されていない保管装置１のそれぞれが参照符号１ａ，１ｂ，１ｃで示さ
れている。鍵穴１２のそれぞれは、参照符号１２ａ，１２ｂ，１２ｃで示され、鍵１１の
それぞれが参照符号１１ａ，１１ｂで示されている。なお、この発明の好ましい実施形態
において、鍵１１と鍵穴１２とは一対一の対応関係にあり、それぞれの鍵１１がそれぞれ
に専用の鍵穴１２のみに挿入可能である。
【００１３】
　図２，３は、保管装置１の正面側を示す斜視図と、背面側を示す斜視図である。保管装
置１はその正面側に錠部２０を有し、その錠部２０はプラグ２１とプラグ２１が回転可能
に納まるケース２２とを含み、プラグ２１には鍵穴１２が形成されている。ケース２２は
、その後方にナット２３が取り付けられている。保管装置１はまた、その背面側にボック
ス部２４を有し、ボックス部２４の頂部２６と底部２７とには、リード線取り出し部２８
，２９が形成されている。ボックス部２４の背面には、鍵１１の抜脱防止機構４５（図４
参照）のうちで非常時に使用するストッパ解除手段３０が形成されている。そのストッパ
解除手段３０には、操作ピン３１やレバー部材３２が含まれている。ボックス部２４の正
面側は、板状部材３３によって開放可能に閉じている。板状部材３３は、ボックス部２４
から簡単に外れることがないように爪２４ａによって留められている。
【００１４】
　図４は、ボックス部２４の内部構造を示す保管装置１の側面図であって、ボックス部２
４とレバー部材３２とは断面が示されている。また、鍵穴１２に挿入された鍵１１と、ケ
ース２２の先端部分２２ａとナット２３とによって挟まれた蓋４と、ボックス部２４の内
側から外側へ延びる上部および下部リード線３４，３６とが仮想線で示されている。
【００１５】
　図４において、錠部２０は、ケース２２が板状部材３３の背面側にまで延びている。そ
の背面側では、ケース２２にナット３７が螺合しており、そのナット３７を板状部材３３
に圧接させることで錠部２０が板状部材３３に固定されている。板状部材３３の背面側で
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はまた、プラグ２１の端部にカム板４０が小ねじ４１とワッシャ４２～４４とを使用して
取り付けられている。図示してはいないが、プラグ２１にはその回転角度を規制するカム
も取り付けられている。そのカムによって、鍵１１を挿入したプラグ２１は、時計方向Ｂ
（図１参照）と反時計方向とへ９０°ずつ往復回転運動をするように規制されている。カ
ム板４０は、その周面がカム面４６として使用されているもので、そのカム板４０の下方
には、時計方向Ｂへ回転した鍵１１が反時計方向へ回転してプラグ２１から抜脱されるこ
とを防ぐための抜脱防止機構４５が形成されている。
【００１６】
　抜脱防止機構４５は、ソレノイド４７と、カム面４６とソレノイド４７との間に介在し
てカム面４６に摺接するカムフォロアとしての作用を有するシャフト４８とを含み、その
シャフト４８に対して作用するソレノイド４７が取り付け部材４９を介して板状部材３３
に固定されている。シャフト４８は、双頭矢印Ａで示す上下方向へ往復運動するもので、
Ｅ－リング５１が固定されており、そのＥ－リング５１と取り付け部材４９の頂面との間
にはワッシャ５２とコイルスプリング５３とが介在して、シャフト４８を上方向に付勢し
ている。ただし、図示のシャフト４８の頂部４８ａにはカム面４６のうちの第１カム面４
６ａ（図５参照）が当接しており、シャフト４８はその第１カム面４６ａによって付勢に
抗して押し下げられた状態にある。ソレノイド４７からはスイッチと電源（いずれも図示
せず）につながる２本のリード線３６が延びている。ソレノイド４７は、そのスイッチの
操作によって励磁状態になったり非励磁状態になったりするものであるが、好ましいソレ
ノイド４７は、スイッチを操作すると一時的に励磁してシャフト４８を一定時間、例えば
数秒間だけ下降させておくことができるものである。スイッチの形式に格別の規定はない
が、特定の使用者のみが鍵１１を外すことができるように作られたカードリーダ形式のも
のであることが好ましい。なお、図４ではスイッチがオフの状態にあって、ソレノイド４
７は励磁していない。
【００１７】
　さらに図４において、ソレノイド４７の右方には、抜脱防止機構４５のうちのストッパ
解除手段３０が形成されている。ストッパ解除手段３０は、操作ピン３１とレバー部材３
２との他に、Ｅ－リング５６とコイルスプリング５７とを含んでいる。操作ピン３１は、
ボックス部２４における背面開口５８の枠部５８ａに形成された上下の透孔６１，６２に
通されて、上端部３１ａが透孔６１から上方に向かって延出している。レバー部材３２は
、ほぼコの字形を成していて、上方水平部３２ａと、下方水平部３２ｂと、垂直部３２ｃ
とを有し、上方水平部３２ａと下方水平部３２ｂとに形成された透孔６３，６４に操作ピ
ン３１が通されている。上方水平部３２ａでは、端部６６がシャフト４８に取り付けられ
たＥ－リング５１の上方にまで延びている。透孔６３の周縁部には操作ピン３１に取り付
けられたＥ－リング５６が図の上方から当接している。下方水平部３２ｂと枠部５８ａと
の間にあって操作ピン３１が挿通されているコイルスプリング５７は、レバー部材３２と
操作ピン３１とを上方向に付勢している。
【００１８】
　図４におけるカム板４０の上方には、マイクロスイッチ７１が板状部材３３に取り付け
られている。マイクロスイッチ７１は、その下方に可動部７２を有し、上方に三条のリー
ド線３４を有する。可動部７２は、図においてカム面４６から離間しているが、カム板４
０が回転してカム面４６によって押圧されると（図５参照）マイクロスイッチ７１をオン
の状態にし、リード線３４につながる表示灯（図示せず）を点灯させて鍵１１が保管状態
にあることを知らせたり、タイマ（図示せず）を作動させて鍵１１が保管状態にある時間
を記録させたりすることができる。可動部７２が図示の如く下降しているときのマイクロ
スイッチ７１はオフの状態にあり、例えば表示灯を消灯させて鍵１１が外せる状態にある
ことを知らせることができる。板状部材３３の背面にはボックス部材２４の内面に形成さ
れた複数条のリブ２４ｂが当接していて、板状部材３３がボックス部２４の内側に向かっ
て動くことを止められている。
【００１９】
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　図５は、図４におけるＶ－Ｖ線矢視図である。カム板４０は、小ねじ７６によってプラ
グ２１の回転軸（図示せず）に取り付けられている。図４の鍵１１を時計方向Ｂ（図１参
照）へ回転させると、図５のカム板４０は矢印Ｃで示す反時計方向へ回転する。カム板４
０のカム面４６は、コイルスプリング５３によって上方向に付勢されているシャフト４８
の頂面４８ａを押圧して、シャフト４８を付勢に抗して図示の如く下降させることのでき
る第１カム面４６ａと、下降したシャフト４８の上昇を可能にする第２カム面４６ｂと、
図において下降した状態にあるマイクロスイッチ７１の可動部７２に当接して、可動部７
２を上昇させることのできる第３カム面４６ｃとを有する。
【００２０】
　図６は、鍵１１を時計方向Ｂへ９０°回転させることによって図５のカム板４０が反時
計方向Ｃへ９０°回転した状態を示す図である。保管装置１はプラグ２１が一点抜きのも
のであって、時計方向へ９０°回転した鍵１１は、プラグ２１の鍵穴１２から抜脱できな
い状態にある。その保管装置１ではまた、カム板４０の第２カム面４６ｂがシャフト４８
と向かい合い、コイルスプリング５３によって付勢されているシャフト４８が上昇してい
る。カム板４０はさらに、第３カム面４６ｃがマイクロスイッチ７１の可動部７２を押圧
し、可動部７２を上昇させることによってマイクロスイッチ７１をオンにしている。図６
の状態にある保管装置１では、保管している鍵１１を図１においての反時計方向へ回転さ
せようとすると、カム板４０では第１カム面４６ａと第２カム面４６ｂとの間の段差部分
７７がシャフト４８に衝接して、その回転が阻止される。つまり、シャフト４８は、カム
板４０の回転、換言するとプラグ２１と鍵１１との回転を阻止するストッパとして作用し
ている。したがって、鍵１１は、鍵穴１２から抜脱して使用するということができない。
しかし、この保管装置１では、例えばソレノイド４７につながるスイッチを兼ねたカード
リーダで所定の磁気カードを読み取るとソレノイド４７が励磁し、シャフト４８を付勢に
抗して下降させ、シャフト４８と段差部分７７との衝接を解消し、カム板４０の図６にお
ける時計方向への回転を可能にする。その結果、鍵１１は、プラグ２１とともに図１にお
ける反時計方向への回転が可能になり、保管装置１から外して使用することができるよう
になる。
【００２１】
　この保管装置１はまた、鍵１１の保管中に停電等によってソレノイド４７が励磁しなく
なるという異常時に対する備えとして、ストッパ解除手段３０（図３，４を併せて参照）
を有している。図１におけるキーケース２の鍵６を使用して蓋４を開けたときに蓋４の背
面に現れる個々の保管装置１において、操作ピン３１の上端部３１ａに指先を当てて操作
ピン３１をコイルスプリング５７の付勢に抗して押し下げると、操作ピン３１に固定され
ているＥ－リング５６を介してレバー部材３２を押し下げることができる。そのレバー部
材３２の端部６６は、シャフト４８に固定されているＥ－リング５１を介してシャフト４
８を押し下げるように作用して、シャフト４８とカム板４０の段差部７７との衝接（図６
参照）を解消し、カム板４０とプラグ２１との回転を可能にし、鍵１１の鍵穴１２からの
抜脱を可能にする。
【００２２】
　このように、この発明に係る保管装置１では、停電等によるソレノイド４７の異常によ
って、上昇状態にあるシャフト４８を電気的に下降させることができなくても、ストッパ
解除手段３０を使用することによって、保管中の鍵１１を保管装置１から外すことができ
る。キーケース２では、それに取り付けた複数の保管装置１が個々に独立したストッパ解
除手段３０を有しているから、複数の保管装置１の間で同時に鍵１１を外すことができな
くなるという問題は生じない。この保管装置１では、錠部２０として、鍵１１によって施
錠・開錠することのできる一点抜きの錠を利用することが可能である。
【産業上の利用可能性】
【００２３】
　この発明によれば、ソレノイドが励磁しない場合でも保管中の鍵を外すことのできる鍵
の保管装置の製造が可能になる。
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【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】保管装置を使用したキーケースの斜視図。
【図２】保管装置の正面側を示す斜視図。
【図３】保管装置の背面側を示す斜視図。
【図４】ボックス部の内部構造を示す保管装置の側面図。
【図５】ボックス部の内部構造を示す保管装置の背面図。
【図６】ストッパ部材（シャフト）が上昇した状態にある図５と同様な図。
【符号の説明】
【００２５】
　１　　保管装置
　１１　　鍵
　１２　　鍵穴（鍵挿入部）
　２０　　錠部
　３０　　ストッパ解除手段
　３１　　押圧部（ピン）
　４５　　抜脱防止機構
　４０　　カム板
　４７　　ソレノイド
　４８　　ストッパ部材（シャフト）
　５３　　ばね
　６６　　作用部（先端部）

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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